
 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

■司 会 ／ 大泉博典ＳＡＡ  ■ロータリーソング ／ 君が代、奉仕の理想 

■会長挨拶 ／ 平野泰治 会長 

年の瀬、１２月に入りました。会長の任期も折り返し地点に来ました。半年間どうもあり

がとうございました。この２０１６年は、時代の転換期になると思います。英国の EU 離

脱、トランプ米大統領の誕生、国内政治では、アベノミクスや TPPの先行きが不透明にな

り、集団的自衛権の行使や、原発の再稼働など将来に不安を抱かせる動きも出て来ました。

さらには、天皇陛下の生前退位問題など、これまでの常識を今一度、見直す必要があるの

ではないでしょうか。。こんな時こそ、我々ロータリアンの出番です。しっかりと奉仕の精

神に基づく活動を継続しましょう。 

■幹事報告 ／ 川岸憲博 幹事 

（１）鈴鹿西ＲＣより第１５００回記念例会参加の御礼状が届いております。 

（２）亀山ＲＣより創立２５周年記念式典参加の御礼状が届いております。 

（３）亀山ＲＣ、パスト会長永田寛宏様（享年９３歳）訃報のお知らせ 

    通 夜 １２月２日（金）１９時 亀山市斎場 

    告別式 １２月３日（土）１０時 亀山市斎場 

（４）ガバナー事務所、地区事務所、鈴鹿ベイＲＣ事務所年末年始休暇のお知らせ 

    １２月２８日（水）～１月５日（木） 

（５）来週の例会は、グリーンパーク鈴鹿へ例会変更です。 

■出席報告  

例 会 日 会 員 数 出 席 者 欠 席 者 出 席 率 

12 月 1 日                   12 名 12 名 0 名 100％ 

     2 週間前の補正後出席率 12 名中  9 名   75.00% 

■ニコボックス 

 遠藤龍夫……奨学金に少々。 

 平野泰治……いよいよ１２月寒くなりましたが、皆さん健康に気をつけ頑張りましょう。 

 宮崎弘夫……今年も年次総会が出来る事をうれしく思います。平野会長、残り半年は楽し 

       みましょう。 

第１２３８回 例会報告（2016 年 12 月 1 日） 

会員卓話 

クラブ奉仕部門担当 



■例会  ／ 会員卓話 ／ 川岸憲博 会員 

１２月度 第１例会は年次総会の予定でしたが、都合により会員卓話とプログラムが変更され、

現クラブ幹事の川岸憲博君がスピーカーとして登壇されました。 

川岸会員は一般卓話を久々に行うにあたり、自らの経歴・生い立ちを軸に、現在の生業・嗜

好、そしてロータリーへの思いなどを話されました。長年にわたり、当鈴鹿ベイロータリー

クラブの重鎮として過ごした会員の卓話は聞く者にとって、大きな指導を与えていただいた

ような気がします。 

 

 

■ 例会の消える日はロータリーの消える日       2630地区 PDG 服部芳樹（岐阜） 

 

2014年同じ表題でこの広場に投稿させていただきましたが、その頃その制度はまだ RIの 

布石であって、水面下にありました。しかし今日、ついに全容を現したようです。  

冒頭お断りしておきたいのは、「例会よりも、人道奉仕活動と寄付」を重視し、「クラブの会

員は、ボランティア活動のできる人ならだれでも入会ＯＫ、資格は問わない。数は力なり。」

「どのような稼ぎ方をしようと、寄付がしっかりできれば職業奉仕。ロータリアンの価値は

寄付高によって決まる。」とお考えの方にとっては、ここから先をお読みいただいても全く戯

言にしか過ぎないと云うことです。  

「例会の消える日はロータリーの消える日」とお考えのロータリアンは身近にも沢山おいで

になり、「そろそろ退会しよう」という声が、方々から聞こえて来るようになりました。「例

会出席と懇親会参加」が同等の価値を持つようになっては、「日本の伝統的なロータリー文化」

を信奉する心の、深ければ深い人ほど退会もしたくなるでしょう。 

 確かに、規定審議会の結果だけ見ていると、例会は月二回開いたとしても、会員の側から

は懇親会などに参加していれば条件を満たすので、月二回も出席する必要はありません。し

かし、「例会などに拘泥するからロータリーが発展しないのだ。」「例会廃止。」と言われ、尾

を捲いてすごすごと退会するような誤解があってはなりません。  

第二次世界大戦の最中、社会奉仕も国際奉仕も活動できず職業奉仕も儘ならぬ状況の中で残

ったものはクラブ奉仕のみとなり、迫害に耐えあらゆる困難を克服して例会を続けた日本の

ロータリーの歴史を顧み、今も例会場に国旗を掲げ国歌を歌って先輩の偉業を偲びながら「例

会とその出席の意義」を改めて考えると、これが「日本の伝統的なロータリー文化」にあっ

ての「原点を構成する哲学」ではないかとの想いに達します。因みに、当地区のガバナーの

スローガンは「最も出席するもの 最も報われる」です。 今回改定された定款によれば、「例

会と出席」について、今まで以上に厳格で明確な規範を掲げることができるようになったと

思います。そしてその旗幟を掲げる場所が、改訂された定款に従ったクラブ細則であると考

えます。  

現今の RIの方向が、成熟した日本のロータリーにとって受け入れ難いものでも、発展途上地

区のクラブにとっては良い方法なのかも知れません。また日本でも、それを良しとするクラ

ブを否定するものではありません。しかし、誇り高い気品に満ちた「日本の伝統的なロータ

リー文化」を堅持するために、心あるリーダーの皆様の勇気ある行動が湧起ることを信じて

います。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        



           


